
は
じ
め
に

平
成
一
五
年
一
〇
月
に
宮
崎
大
学
と
宮
崎
医
科
大
学
は
統
合
し
て
、

教
育
文
化
学
部
、
医
学
部
、
工
学
部
、
農
学
部
の
四
つ
の
学
部
か
ら

な
る
新
宮
崎
大
学
を
創
設
し
、
さ
ら
に
平
成
一
六
年
四
月
に
は
国
立

大
学
法
人
宮
崎
大
学
に
な
っ
た
。
旧
宮
崎
大
学
（
木
花
キ
ャ
ン
パ
ス
）

と
旧
宮
崎
医
科
大
学
（
清
武
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
距
離
は
約
二
㎞
と
そ

ん
な
に
遠
く
離
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の

歴
史
や
環
境
は
全
く
違
う
大
学
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中

で
、
住
吉
昭
信
学
長
は
、
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
は
、
職
員
一
人
一
人

が
自
分
た
ち
が
大
学
法
人
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
意
識
改
革
お
よ

び
協
調
と
結
束
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
異
な
る
職
種
間
に
お
い

て
円
滑
に
業
務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
仕
事
を
お
互
い
が
理
解
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
尊
重
し
合
い
、
仲
良
く
し
、
助
け
合
う
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
人
的
、
心
理
的
、
時
間
的
、
物
的
な
無
駄
を
省
く
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
同
士
が
自
分
と
異
な
る
職
種
の

業
務
を
体
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
内
容
を
認
識
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」
と
の
考
え
に
よ
り
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
異
職
種
業
務
体

験
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
降
、
毎
年
度
、
木
花
キ
ャ

ン
パ
ス
の
職
員
を
清
武
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
、
清

武
キ
ャ
ン
パ
ス
の
職
員
を
木
花
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
そ
れ
ぞ
れ
派
遣
す
る

形
式
で
行
っ
て
い
る
。

特集 ＳＤ・ＦＤ

大学と学生 2008.1129

●
事
例
紹
介

●

宮
崎
大
学
異
職
種
業
務
体
験
研
修
に
つ
い
て

国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学



（
研
修
生
の
感
想
、
意
見
）

・
大
学
が
多
く
の
人
の
力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
、
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
異
職
種
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
は
、
新
た
な
視
点
で
自
分
の
業
務

を
見
つ
め
直
す
い
い
機
会
に
な
っ
た

・
効
率
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ
ス
面
に
関
し
て
も
対
応
が
行

き
届
い
て
い
る
と
感
じ
た
。

・
再
診
受
付
や
精
算
の
自
動
化
に
よ
り
患
者
さ
ん
の
待
ち
時
間
が
大

幅
に
短
縮
で
き
る
と
い
う
利
点
は
大
き
い
と
思
っ
た
。

・
受
付
や
精
算
時
に
戸
惑
う
患
者
が
い
る
が
、
病
院
の
職
員
が
丁
寧

に
対
応
し
て
お
り
、
効
率
を
上
げ
る
だ
け
で
な
く
サ
ー
ビ
ス
面
の

対
応
も
で
き
て
い
た
。

・
看
護
師
の
方
々
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
、
機
敏
な
行
動
が
印
象

的
で
、
看
護
師
長
さ
ん
の
「
命
と
直
結
し
て
い
ま
す
。
」
と
い
う

言
葉
は
、
改
め
て
業
務
の
重
さ
を
痛
感
し
た
。

・
食
事
量
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
に
合
わ
せ
て
約
二
五
〇
種
類
も
の
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
、
行
事
食
や
食
器
類
な
ど
見
た
目
へ
の
こ
だ
わ
り

な
ど
細
か
な
所
ま
で
気
が
配
っ
て
あ
り
心
遣
い
が
感
じ
ら
れ
た
。

・
看
護
師
の
方
が
丁
寧
か
つ
笑
顔
で
き
め
細
や
か
な
対
応
を
行
っ
て

い
た
の
を
見
て
、
自
分
自
身
の
学
生
へ
の
対
応
が
均
一
で
な
く
心

遣
い
が
足
り
な
い
と
感
じ
た
。

＜

清
武
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
木
花
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

＞

清
武
キ
ャ
ン
パ
ス
の
職
員
を
木
花
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
派
遣
す
る
研
修

は
、
木
花
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
勤
務
経
験
の
な
い
事
務
職
員
及
び
附
属

病
院
に
勤
務
す
る
医
療
職
員
を
対
象
と
し
て
、
一
日
の
日
程
で
、
各

学
部
等
に
お
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
見
学
す
る
形
式
で
実
施
し
て

い
る
。

研
修
生
の
実
績
と
し
て
は
、
平
成
一
七
年
度
（
二
〇
名
）
、
平
成

一
八
年
度
（
二
〇
名
）、
平
成
一
九
年
度
（
一
一
名
）
で
あ
る
。
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看護体験（病棟）

計算窓口での対応

研
修
の
概
要

＜

木
花
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
清
武
キ
ャ
ン
パ
ス
へ

＞

清
武
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
の
事
務
職
員
、
技
術
職
員
等
で
医
学
部
で

の
業
務
経
験
の
な
い
職
員
を
対
象
と
し
て
、
医
学
部
附
属
病
院
に
お

い
て
一
日
業
務
体
験
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

研
修
生
の
実
績
と
し
て
は
、
平
成
一
六
年
度
（
八
名
）
、
平
成
一

七
年
度
（
一
六
名
）、
平
成
一
八
年
度
（
一
六
名
）、
平
成
一
九
年
度

（
八
名
）
で
あ
る
。
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（
７
）
病
棟
見
学
、
病
棟
体
験

白
衣
に
着
替
え
て
、
病
棟
見
学
、
看
護
体
験
を
行
う

（
６
）
昼
食

検
食
を
体
験
す
る

（
５
）
病
院
再
整
備
担
当
主
幹
の
話

病
院
再
開
発
に
つ
い
て
、
担
当
職
員
よ
り
説
明
を

受
け
る

（
４
）
計
算
窓
口
、
支
払
い
窓
口
で
の
患
者
対
応

診
療
が
終
わ
っ
た
患
者
に
対
し
て
、
会
計
及
び
自

動
支
払
機
で
の
精
算
の
援
助
を
行
う

（
３
）
再
診
ホ
ー
ル
で
の
患
者
対
応
（
再
診
受
付
機
）

再
診
患
者
に
対
し
て
、
受
付
機
の
操
作
方
法
等
の

援
助
を
行
う

（
２
）
外
来
ホ
ー
ル
で
の
初
診
患
者
対
応

初
診
患
者
に
対
し
て
、
紹
介
状
の
有
無
等
を
聞
き
、

診
療
申
込
み
方
法
の
説
明
等
を
行
う

（
１
）
病
院
玄
関
の
清
掃

研
修

内
容

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
三
：
〇
〇
～

一
七
：
一
五

一
一
：
四
〇
～

一
二
：
四
〇

一
〇
：
四
五
～

一
一
：
三
〇

一
〇
：
〇
〇
～

一
〇
：
四
五

九
：
三
〇
～

一
〇
：
〇
〇

九
：
〇
〇
～

九
：
三
〇

八
：
三
〇
～

九
：
〇
〇

時
間

初 診 受 付

再診受付機前での介助



実
際
に
目
で
見
た
り
体

験
で
き
た
り
し
た
点
が

大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

今
日
感
じ
た
こ
と
を
こ

れ
か
ら
の
大
学
職
員
と

し
て
仕
事
を
す
る
上
で

役
立
て
て
い
き
た
い
。

・
普
段
の
職
務
で
は
得
る

こ
と
の
出
来
な
い
貴
重

な
体
験
が
で
き
た
。

・
教
育
文
化
学
部
に
お
い

て
、
美
術
や
技
術
の
授
業
風
景
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
医
学

部
と
は
違
う
雰
囲
気
を
感
じ
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
。

・
農
学
部
附
属
動
物
病
院
は
、
同
じ
病
院
勤
務
を
し
て
い
る
の
で
、

説
明
の
内
容
が
特
に
興
味
深
か
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
病
院
と
し
て
、
抱
え
て
る
課
題
等
も
似
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
こ
れ
か
ら
は
、
協
力
で
き
る
こ
と
は
協
力
し
て
い
き

た
い
と
感
じ
た
。

・
附
属
自
然
共
生
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
み

か
ん
狩
り
及
び
芋
掘
り
の
貴
重
な
農
業
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

最
後
に

国
立
大
学
法
人
宮
崎
大
学
で
は
、
教
育
職
員
、
事
務
職
員
、
技
術

職
員
、
技
能
・
労
務
職
員
、
教
務
職
員
、
看
護
職
員
及
び
医
療
職
員

と
多
様
の
職
種
に
わ
た
り
、
約
二
〇
〇
〇
人
の
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
で
働
い
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
お
互
い
に
関
連
し
あ
っ
て
、
大
学

と
い
う
組
織
が
成
り
立
ち
、
機
能
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
職
員
で
構

成
さ
れ
て
い
る
本
大
学
が
、
今
後
よ
り
一
層
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、
情
報
や
課
題
を
共
有
し
、
共
に
改
革
に
取
り
組
む
と
い
う
意
識

を
持
つ
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

異
職
種
業
務
体
験
研
修
は
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
毎
年
行
っ
て
い

る
が
、
参
加
し
た
職
員
は
、
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、
少
し
で
も

違
う
立
場
の
職
種
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
職
種
に
対
し
て
の

視
野
が
広
が
り
、
大
学
へ
の
帰
属
意
識
と
協
調
性
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

今
後
も
本
研
修
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
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附属自然共生フィールド科学教育
研究センター（木花フィールド）

（
研
修
生
の
感
想
、
意
見
）

・
見
学
し
た
施
設
の
な
か
で
は
、
同
じ
大
学
の
中
で
あ
り
な
が
ら
、

施
設
名
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
ぐ
ら
い
で
そ
の
業
務
内
容
ま
で
は

今
ま
で
殆
ど
分
か
ら
な
か
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
、
実
際
に
施
設

を
見
学
し
た
り
説
明
を
受
け
た
り
し
た
こ
と
で
、
以
前
よ
り
業
務

や
状
況
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
。

・
大
学
の
中
に
は
、
多
種
多
様
の
業
務
が
あ
る
こ
と
に
改
め
て
驚
い

た
。

・
大
学
に
は
い
ろ
い
ろ
な
職
種
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
歯
車
が
か

み
合
う
こ
と
で
そ
の
組
織
が
成
り
立
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ
を
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③
附
属
自
然
共
生
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン

タ
ーみ
か
ん
狩
り
及
び
芋
掘
り
の
農
業
体
験
を
実
施

②
附
属
農
業
博
物
館

施
設
概
要
説
明
及
び
見
学

①
附
属
動
物
病
院

施
設
概
要
説
明
及
び
見
学

（
６
）
農
学
部

（
５
）
工
学
部

教
育
研
究
支
援
技
術
セ
ン
タ
ー
の
説
明
及
び
見
学

（
４
）
事
務
局

事
務
局
各
部
の
説
明
及
び
見
学

（
３
）
教
育
文
化
学
部

技
術
棟
、
音
楽
棟
、
美
術
棟
の
施
設
及
び
実
習
の

見
学

（
２
）
教
育
研
究
・
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

施
設
概
要
説
明
及
び
見
学

（
１
）
産
学
連
携
セ
ン
タ
ー

施
設
概
要
説
明
及
び
見
学

研
修
内
容

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

一
五
：
五
〇
～

一
七
：
一
五

一
五
：
〇
〇
～

一
五
：
四
〇

一
四
：
一
〇
～

一
四
：
五
〇

一
三
：
〇
〇
～

一
四
：
〇
〇

一
一
：
三
〇
～

一
二
：
〇
〇

九
：
四
五
～

一
一
：
二
〇

九
：
二
〇
～

九
：
四
〇

八
：
三
〇
～

九
：
一
〇

時
間

工学部教育研究支援技術センター

農学部附属農業博物館
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